
地域コミュニティの

昭
和

５８
年

４
月
開
館

以
来
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ

テ
イ
の
発
信
基
地
と
し

て
、
多
く
の
住
民
の
皆

さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
き

た
阿
品
台
公
民
館
。

昨
年
度
の
利
用
者
数

は
、
３
６
，８
９
６
人
。

市
内

（廿
日
市
地
域
）

の
公
民
館
で
唯

一
あ
る

市
民
課
窓
口
業
務
利
用

数
は
、
２
，７
６
７
件
、

自
主
活
動
グ
ル
ー
プ
も

７３
団
体
あ
り
、
利
用
率

の
高

い
公
民
館
で
す
。

公
民
館
に
は

「
つ
ど

い
」
「学
ぶ
」
「結
ぶ
」

と

い
う
機
能
が
あ
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

地
域
で
身
近
に
文
化
と

ふ
れ
あ
う
こ
と
の
出
来

る
所
で
す
。

利
用
活
動
の
詳
細
状

況
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

・
公
民
館

だ
よ
り
で
ご
承
知
の
通
り
で
す
。

公
民
館
だ
よ
り
で
案
内
さ
れ
て

い
る
学
習
活
動
は
次
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
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聯
難
一盤
締
一樹
難
朧
職
運̈
一懲
一騨
轟
鐵
榊

難
攀
響
難
鸞
一椰
謝
翁
鐵
曇
難
燃
難
鼎

椰
蠅
轟
難
＝套
一難
一館
一難
一一職
一一羅
一一職
暢̈
一灘
鼎

＝
霧
盤
一供
一懲
灘̈
鐵
職
一麟
器
難̈
難
鐵
Ⅲ

＝
嫌
椰
轟
靭
一欄
一琳
一靭
灘
量̈
轍̈
盤
聯
榊

＝
濤
動̈
一榊
一饗
難
一一一一一会
難̈
一密
簿̈
難
一灘
一麟
＝

＝
灘
落
響
難
構
華
難
華
難
一難
難
難
一攀
＝

毎
年
秋
に
は
、
日
頃
の
学
習
成

果
発
表
の
場
と
し
て

『公
民
館
ま

つ
り
』
が
賑
や
か
に
開
催
さ
れ
多

く
の
皆
さ
ん
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

図
書
室
に
は
、
７
，４
０
０
冊
の

蔵
書
が
あ
り
、
い
つ
で
も
、
誰
で

も
、
身
近
な
所
で
学
べ
る
場
と
し

て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

・
料
理
教

室
な
ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
す
す
め

る
会
各
部
の
催
し
も
多
く
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

館
長
の
河
崎
さ
ん
は
、

「社
会

の
急
激
な
変
化
に
対
応
出
来
る
多

様
な
学
習
機
会

・
情
報

の
提
供
に

努
め
る
と
と
も

に
、
学
習
活
動
を

通
じ
世
代
を
超
え
て

「
ふ
れ
あ
い
」

「
学
び
あ

い
」

の
場
を
作
り
、
よ

り
多
く

の
皆
様

に
ご
利
用
し
て
い

た
だ
き
た

い
」
と
語

っ
て
お
ら
れ

ま
す
。
あ
な
た
も
是
非
、
公
民
館

に
足

を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

第39号
平成17年 11月 30日
阿品台地区コミュニティー
をすすめる会事務局

(丁EL39-4338)
阿品台地区人口 0世帯数
平成17年 9月 1日現在
。人口   男 4561人
9708人     女  5147人
・世帯数   3505世帯
・未成年者数   2055人
0高齢化率    15.1%
(参考 :市平均 17.9%)
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夏
に
阿
品
台
東
小
学
校
で
行
わ

れ
た
盆
踊
り
大
会
は
と
て
も
楽
し

い
行
事
で
し
た
。

地
域
の
人
た
ち
が
運
営
し
て
い

た
夜
店
が
い
く
つ
も
あ
り
、
子
ど

も
達
が
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
を
し
た
り
、

焼
き
鳥
や
た
こ
焼
き
な
ど
色
々
な

も
の
も
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

私
た
ち
も
夕
飯
に
好
き
な
も
の

を
買

っ
て
み
ん
な
で
食
べ
ま
し
た

が
、
と
て
も
美
味
し
か
っ
た
で
す
。

盆
踊
り
は
浴
衣
姿
の
人
達
が
円

に
な

っ
て
大
人
か
ら
子
ど
も
ま
で

み
ん
な
楽
し
そ
う
に
踊
っ
て
い
て
、

観
て
い
る
方
ま
で
楽
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
し
た
。
ス
テ
ー
ジ
の
方

で
も
次
々
に
様
々
な
催
し
物
を
や

っ
て
い
て
全
体
的
に
盛
り
上
が
っ

て
い
て
賑
や
か
な
雰
囲
気
で
し
た
。

空
が
暗
く
な
っ
て
原
爆
追
悼
の

花
火
が
始
ま
る
と
集
ま

っ
て
い
た

人
々
が
全
員
空
を
見
上
げ
て
花
火

に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。

最
後
は
抽
選
会
の
当
選
者
の
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
で
も
私
の
番

号
は
ハ
ズ
レ
で
少
し
残
念
で
し
た
。

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
本
当

に
来
て
良
か
っ
た
で
す
。

廿
日
市
西
高
等
学
校
　
写
真
部

７
月
１２
日
　
革
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り

７
月
２９
日
　
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

お
菓
子
作
り

（ク
ッ
キ
ー
、
レ
モ
ン
ケ
ー
キ
）

７
月
３０
日
　
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

８
月
９
日
　
ベ
ー
グ
ル
バ
ン
作
り

９
月
１
日
　
ス
ペ
イ
ン
料
理

（フ
ラ
イ
バ
ン
で
出
来
る

●
サ
ツ
カ
ー
大
会
　
６
月
１９
日
（日
）

阿
品
台
西
小
学
校
グ
ラ
ン
ド

●
あ
い
さ
つ
運
動
　
毎
週
水
曜
日

７

¨
４５

～

８

¨
１５

●
楽
し
く
ク
ッ
キ
ン
グ

毎
週
第
４
土
曜
日

阿
品
台
公
民
館
調

‖‖‖■:::::撃 :臨

1 場

也謳野

パ
エ
リ
ヤ
他
）
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薇

薇

洟

薇

藤

軋

巡

蠍

卜

菫

轟

藤

辟

卜

璽

量

醸

量

饉

圏

璽

圏

圏

轟

量

画

轟

量

轟

轟

目

月

副

町

ジ

¨̈第
８
回

サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

７
月
３０
日

（土
）

阿
品
台
公
民
館

音
楽
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア

「
さ

と

い
も

の
会
」

の
メ
ン
バ
ー

を
は
じ
め
、

コ
ー
ラ
ス
さ
ぐ

ら
ん
ぼ
の
皆
さ
ん
、
楽
し
い

演
奏
、
な
つ
か
し
い
歌
の
数
々

あ
り
が
と
う
。

婦
人
部
の
皆
さ
ん
、
お
い

し
い
ク
ッ
キ
ー
ご
ち
そ
う
さ

士よ
。

阿
厳
太
鼓
サ
マ
ー
ラ
イ
ブ

８
月
２‐
日

（日
）

日
本
赤
十
字

広
島
看
護
大
学

津
軽
三
味
線
、
め
ず
ら
し

い
ジ
ヤ
ズ
ダ
ン
ス
と
の
セ

ッ

シ
ョ
ン
な
ど
す
ば
ら
し
い
ス

テ
ー
ジ
で
し
た
↓

鷹

魏

脳

籐

置

量

置

量

置

量

量

量

橿

量

置

菫

鷺

鸞

圏

曇

圏

曇

曇

曇

鸞

曇

量

灯

軋

陽

鰺

開
会
前

の
突
然

の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
皆
さ
ん
喜

々
と
し

て
集
わ
れ
、
手
品
、
二
胡

の
演

奏
等

に
、
楽
し

い
ひ
と
と
き
を

過
ご
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

☆
廿
日
市
西
高
等
学
校

の
写
真

部

の
皆
さ
ん
が
、
納
涼
盆
踊
り

大
会

ｏ
敬
老
会

の
写
真
撮
影
を

し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。
ご
協

力
あ
り
が
と
う

ご
ざ

い
ま
し
た
。
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回
品
百
仙
老
禽

９
月
１９
日

（日
）

日
本
赤
十
字
広
島
看
護
大
学
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阿
品
の
本
谷
に
は
、
昔

「
は
み

が
首
」
と
い
う
所
が
あ
り
、
そ
の

奥
の
大
岩
近
く
に
ジ
ャ
コ
ウ
の
香

り
を
放
つ
大
蛇
が
住
ん
で
い
た
と

の
伝
説
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

「
は

み
が
首
」
の
先
端
に
あ

っ
た
土
盛

り
が
、
今
か
ら
千
三
百
年
位
昔
の

阿
品
積
石
塚
で
、
阿
品
の
土
豪
を

祀

っ
た
も
の
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
阿
品
に
人
の
生
活
が
始
ま

っ

た
の
は
こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

阿
品
の
氏
神
で
あ
る
岩
神
神
社
の

祭
神
は
、
選
名な
権
と
も
い
い
ま
す
ｏ

足
名
椎
は
、
農
耕

の
神
様

で
、

阿
品

の
地
名
は
、
こ
の
阿
名
椎
に

よ
る
と

い
い
ま
す
。
ま
た
こ
の
外

に
も
、
昔
こ
の
辺
が
葦

の
原
で
あ

つ
た
こ
と
に
よ
る
と

い
う
説
、
昔

弘
法
大
師
が
こ
こ
で
水
を
飲
ま
れ

た
時
に

「
味
な
し
」
と

い
わ
れ
た

こ
と
に
よ
る
、
な
ど

の
説
も
あ
り

ま
す
。
現
在
国
道

２
号
線
と
バ
イ
パ
ス

が
交
差
す
る
辺
り
に
火
立
岩
と

い

う
岩
山
が
あ
り
ま
し
た
。
弘
冶
元

年

（
１
５
５
６
年
）
厳
島
合
戦

の

時
毛
利
の
軍
船
が
こ
こ
に
集
結
し
、

本
陣
と
さ
れ
た
所

で
す
。
こ
の
時

農
民
は
海
岸
に
数
百

の
等
火
を
焚

き
毛
利
勢

い
を
助
け
た
と

い
い
ま

す
。
荒
地
を
再
開
発
し
、
毛
利
氏

の
時
代
に
は
こ
の
辺
り
を

「
阿
字

名
村
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
に
は
地
御
前
村

の
内
と

な
り
、
地
御
前
神
社
辺
り
か
ら
東

方

一
帯
を
本
郷
と
呼
ぶ
の
に
対
し
、

当
地
は
阿
品
組
と
呼
ぶ
枝
郷
と
な

り
ま
し
た
。

明
治
に
な
る
と
Ｈ
年

（１
８
７
８

年
）
に
阿
品
新
開
が
拓
か
れ
ま
す
。

同

１８
年

（
１
８
８
５
年
）
に
は
、

国
道
２
号
線
が
当
地
を
通
り
、
更

に
大
正

１４
年

（
１
９
２
５
年
）
に

は
電
車
宮
島
線
が
開
通
し
て
阿
品

電
停
が
設
け
ら
れ
る
な
ど
、
交
通

事
情
が

一
変
し
、
夏
に
は
海
岸
は

広
島
方
面
か
ら
の
海
水
浴
客
で
賑

わ
い
ま
し
た
。

阿
品
台
は
、
新
住
宅
市
街
地
開

発
事
業
と
し
て
昭
和

４９
年
か
ら
広

島
県
が
造
成
し
、
昭
和

５２
年
に
完

成
。
昭
和

５３
年
に
は
阿
品
台
野
球

場

・
テ
エ
ス
コ
ー
ト
建
設
、
広
電

田
尻
駅
が
開
設
さ
れ
、
路
線
バ
ス

も
開
通
し
廿
日
市

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
入
居
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
“

阿
品
台
と

い
う
名
称
は
昭
和

５２

年
ご
ろ
か
ら
小
字
と
し
て
呼
ば
れ

始
め
、
昭
和

５６
年

１１
月

１
日
か
ら

住
居
表
示
と
し
て
正
式
に
決
ま
り

ま
し
た
。

教
育
機
関
を
初
め
、
病
院

・
ス

ー
パ
ー
な
ど
あ
ら
ゆ
る
諸
機
関

・

施
設
が
整

い
、
昭
和

６３
年

に
は
廿

日
市
市
が
誕
生
。
Ｊ
Ｒ
阿
品
駅
が

開
設
さ
れ
、
益

々
賑
や
か
な
住
宅

地
に
。
今

で
は
ナ
タ
リ
ー
遊
園
地

跡
に
は
マ
ン
シ
ョ
ン
が
立
ち
並
び
、

景
観
も
大
き
く
様
変
わ
り
し
ま
し

た
。平
成

１２
年
に
は
日
本
赤
十
字
広

島
看
護
大
学
が
開
学
。

市
内
最
大

の
住
宅
街
と
し
て
め

ざ
ま
し

い
発
展
を
と
げ

て
き
ま
し

た
。世
界
遺
産

の
宮
島
を

一
望

で
き

る
環
境
に
恵
ま
れ
た
こ
の
地
域
。

市

の
西
端

で
あ

っ
た
阿
品
台
も
大

野
町

ｏ
宮
島
町
と

の
合
併
後
は
、

市

の
中
心
拠
点
と
し
て
更
に
発
展

し
て
い
く
事
で
し
ょ
う
。
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囲
田
園
目

貴
方
の
意
見
を
地
域
の

皆
さ
ん
に
伝
え
ま
せ
ん
か
！


